
盛岡大学における学修成果の沢1定 。評価の実施方法の方針 (アセスメント・プラン)

令和 5年 3月 14日 教授会承認

盛岡大学では、学生が入学時から卒業後までに有している卒業認定。学位授与の方針 (デ

ィプロマ・ポリシー。以下、DPと いう)に求める資質・能力を把握し、大学が教育内容の

点検・評価・改善や学生への学修支援を行うため、学修成果の測定 。評価 (以下、「アセス

メント」という)を以下の方針に基づいて全学・学部レベル、学科レベル、授業科ロレベル

で実施する。

<具体的な検証方法>具体的な検証方法等は、別表 1・ 別表 2の通りである。また、全学・

学部レベル、学科レベルの学修日標のアセスメントは、別表 3～ 9の資料を用いて行う。

<アセスメントを支える組織>

【全学 。学部レベル、学科レベル】

1.原則として、別表 2に掲げた実施主体が資料の収集を行い、学修成果の把握に必要なデ

ータを抽出し、IR室に提供する。

2.IR室は、実施主体が提供したデータを集約、管理するとともに、必要に応じてデータ

を統合し、教育改革推進室長に指標を提供する。なお、各学科 。学科 。部署の長は指標の提

供を IR室に要請することができる。

3.教育改革推進室は IR室から提供された指標を検証・評価し、その結果を自己評価委員

会に報告し、改善案を自己評価委員会に提案する。

4.自 己評価委員会は、教育改革推進室から出された改善案を審議し、その案が適切である

ならば承認し、各学部・学科・部署に案の検討を依頼する。各学部・学科・部署は案の検討

結果を自己評価委員会に報告し、改善案に関する提案を行う。自己評価委員会は提案を審議

し、適切であれば承認し、適切ではない場合は教育改革推進室に改善案の再検討を依頼する。

5.学部 。学科・部署は、自己評価委員会が承認した改善策を実行する。

【授業科ロレベル】

6.各科目の授業担当者は、担当する科日とDP。 学修目標との関連が学生に理解できるよ

うシラバスを作成し、シラバスの内容がDP。 学修目標に即したものであるか、他の本学専

任教員によるチェックを受ける。

7.各科日の授業担当者は、担当する授業の「成績評価」の指標を検証・評価し、教育改革

推進室に報告し、教育内容の改善につなげる。教育改革推進室は、授業担当者からの報告を

とりまとめた報告書を作成し、自己評価委員会に報告する。



別表 1 具体的な検証方法

全学・学部レベル 学科レベル 授業科ロレベル

入学時 ①入学者選抜の状況

②アセスメントテス

ト

①入学者選抜の状況

②アセスメントテスト

⑥英語外部試験 【英語文化学科】

在学時 ②アセスメントテス

ト

⑬学生生活調査

⑮卒業時アンケー ト

⑬事業所アンケー ト

⑩学位授与数・留年

率

②アセスメントテスト

⑤ポータルDP達成度分析

⑦アチーブメントテスト【英語文化

学科】

③Speaking test【 英語文化学科】

⑨コミュニケーションカ尺度 【児童

教育学科】

⑩英語。日本語。PC各検定資格取得

率 【児童教育学科】

①栄養士実力認定試験 【栄養科学

科】

⑫模擬試験 【栄養科学科】

⑬臨地実習 (臨床)の評価 【栄養科

学科】

⑭学生生活調査

③シラバス第二

者チェック

④成績評価

卒業時

～卒業

後

⑮卒業時アンケート

⑩専門職就職率 【児童教育学科】

①国家試験の合格者数。合格率 【栄

養科学科】

⑬事業所アンケート

④成績評価 (卒業

研究)



別表 2 アセスメント資料の評価項目、実施主体、活用方法
※直接評価 :「何ができるか」を学生に提示させることで行われる評価

間接評価 :「何ができると思っているか」を学生自身に答えさせることで行われる評価

資料 実施時期 。方法 評価項目 評価対象 実施主体

①入学者選抜

の状況 (直接

評価)

9～3月 、各入学者

選抜受験者に対す

る筆記試験 。実技

試験 。調査書・面

接試験、合否判定

APに掲げる資質・

能力を有する者を入

学者として適切に選

抜しているか。

入学者選抜

受験者

入試委員会

②アセスメン

トテスト (直

接評価)

4月 ～10月 、外部

業者が作成したテ

ス トを学生が受験

。1年次生がAPで

求めている資質・能

力を有しているか。

・全学、学部、学科

レベルの学修目標を

どの程度達成できた

かをアセスメントテ

ス トの標準指標で測

定

1・ 3年次全

学生

教育改革推

進室

③シラバス第

二者チェック

(直接評価)

3月 、開講科目の

シラバスを授業担

当者以外の本学専

任教員が閲覧

授業内容とDP。 学

修目標との整合性、

科目別到i圭 目鴬票との

整合性の確認

本学専任教

員

教務委員会

④成績評価

(直接評価)

8月 ・2月 、全授

業科 目を対象に、

成績分布を評価

授業科日の到達目標

をどの程度達成でき

たか

科 目履修学

生

科目担当教

員

⑤ポータル

DP達成度分

析 (直接評

価)

各学期末、学年・

学科ごとの DP。

学修目標ごとの達

成度を示したグラ

フを評価

学科レベルの学修目

標をどの程度達成で

きているか

全学生 教務委員会

⑥英語外部試

験 (直接評

価)

4月 に受験 英語文化学科学修目

標 「英語に関する知

識」に関わる入学当

初の能力の測定

英語文化学

科 1年次生

英語文化学

科



英語文化学

科
⑦アチーブメ

ントテスト

(直接評価)

7月 、2月 に受験 英語文化学科学修目

標 「英語に関する知

識」の達成度の測定

英語文化学

科全学生

③Speaking

test(直接評

価 )

1年に 1回受験

⑨コミュニケ

ーションカ尺

度 (直接評

価)

児童教育学科 1・

3・ 4年次学生が質

問項目に回答 (回

答は強制ではな

い)

コミユーケ
~シ ヨン

カに関わる学修日標

の達成度の測定

児童教育学

科 1・ 3・ 4

年次学生

児童教育学

科評価部会

⑩英語 。日本

語 。PC各検

定資格取得率

(直接評価 )

児童教育学科開講

科目「社会人コミ

ュニケーション」

受講者が受験

児童教育学科学修目

標 「基礎語学力」

「プレゼンテーシヨ

ンカ」 「情報機器活

用力」の達成度の測

定

児童教育学

科 3年次生

児童教育学

科

①栄養士実力

認定試験 (直

接評価 )

3年次学生全員が

受験

栄養科学科 DPlに

相当する学修目標の

達成度の測定

栄養科学科 3

年次生

栄養科学科

⑫模擬試験

(直接評価)

国家試験を受験予

定の学生が受験

栄養科学科 DPl・

DP2に相当する学

修目標の達成度の測

定

栄養科学科 4

年次生 (受

験者のみ)

栄養科学科

⑬臨地実習

(臨床)の評

価 (直接評

価 )

実習受け入れ先か

らの評価

栄養科学科 DPl・

DP2・ DP3に本目当

する学修目標の達成

度の測定

栄養科学科 4

年次生 (履

修者のみ)

栄養科学科

⑭学生生活調

査 (間接評

価 )

3月 、進級時ガイ

ダンス)における

在学生への学修に

関わる質問項目を

含むアンケー ト調

査

学修時間がどれくら

いか、学修目標をど

の程度達成できたと

自己評価しているか

新 2～ 4年次

全学生

IR室・教育

改革推進室



⑮卒業時アン

ケー ト (間接

評価 )

2～3月 、卒業する

4年生への学修に

関わる質問項目を

含むアンケー ト調

査

在学期間を通じて学

修目標をどの程度達

成できたか

4年次生 (卒

業決定者 )

IR室・教育

改革推進室

⑩専門職
*就

職率 (直接評

価)

10～ 3月 、学生か

らの報告による情

報の収集

児童教育学科 DP3

に相当する学修目標

の達成度の測定

児童教育学

科 4年次学

生

児童教育学

科

①国家試験の

合格者数 。合

格率 (直接評

価 )

3月 、学生からの

報告による情報の

収集

栄養科学科が定めて

いる学修目標の達成

が管理栄養士として

求められている資質

能力の水準に達して

いるか。

栄養科学科 4

年次学生

(受験者の

み)

栄養科学科

⑬事業所アン

ケー ト (直接

評価)

年 1回、本学学生

の採用実績がある

事業所へのアンケ

ー ト調査

・採用から3年を経

過した卒業生につい

ての学修目標に即し

た質問項目を基にし

た評価

。事業所がどのよう

な資質・能力を求め

ているかの調査

調査対象事

業所

就職対策委

員会

⑩学位授与

数・留年率

(直接評価 )

3月 、卒業判定会

議資料に基づき調

査

DPに定めた資質・

能力の達成度の測定

全 4年次学

生

学生部

*専門職とは、教員・保育士を指す。



別表 3 全学のDP・ 学修目標・アセスメント
アセスメント実施年次 1,3年次 2‐ 4年次 4年次 卒業から3年後

アセスメント資料 アセスメン ト
テス ト

rr生生活調査 卒業時アン
ケー ト

事業所アンケー

ト

全学DP 全学の学修 目標

DPl 広い知識と深い専門性
幅広い教養的 (ま たは基礎的)知識
と、専門とする学問分野における深
い専門的知識・高度な技能を有する

者

A 深い専門的知識。高度な技能 :専門とする学問領域
の深い知識・高度な技能を有する ○ ○ ○

B 幅広い学問分野の知識 :幅広い学問分野の考え方を
理解し、教養的 (ま たは基礎的)知識を有する ○ ○ ○

DP2 課題を見出し解決する実践的
応用力
専門とする学問領域や社会における

課題を見出し、学修で獲得した知

識 。技能を活用して課題を解決する

思考力・判断力・表現力を有する者

C コミュニケーション能力 :日 本語や特定の外国語を
用いて、読み、書き、聞き、話す能力を有する

○ ○ ○

D~情報収集力・分析力 :様々な情報の中から必要な情
報を収集し、分析する力を有する

○ ○ ○ ○

E 論理的・批判的思考力 :t)の ごとを複眼的・批判的
にとらえ、筋道を立てて考えたうえで、自己の考えを他

者に向けて表現する力を有する

○ ○ 〇 ○

F 学修における課題解決力 :課題を見出し、適切に解
決する思考力・判断力を有する ○ ○ ○ ○

I~応用的な課題解決力 :専門とする学問領域や社会に
おける課題を新たに見出し、これまでの学修で獲得した

知識・技能を活用して解決する力を有する
○ ○ ○ ○

DP3 奉仕の精神を基盤とする協
働 。実践力
異なる価値観をもつ他者の思いや

考えを理解し、受け入れながら、自
己の考えを適切に表現し、他者と主

体的に連携・協働して自己の役害1を

果たす実践力を有する者

G 対話を行う態度 :異なる価値観をt)つ他者の思いや
考えを理解し、受け入れながら、自らの考えを適切に表

現する態度を有する
○ ○ ○ ○

H 協調性・ リーダーシップ :他者と主体的に連携・協
働して行動する姿勢や、他者に方向性を示し行動を起こ

させる姿勢を有する
○ ○ ○ ○



別表 3の 2 全学のDP・ 学修 日標 と対応するアセスメン トテス トGPS‐Academic測定項 目

全学DP 全学の学修 目標

GPS tademictl定珀 H

rr接評価 ‖1接 :|:価

思考カ 姿勢・態度 経 験

思考力

総合
批判的

思考ノJ
協働的

思考力
11造的

思考ノ,

レジリエンス リーダーシップ コラボレーション 自己管理 対人関係 計画・ 実

帥欄
立ち直
りの速
さ

状況に応
じ冷静に

対応する

自ら先頭
に立って

対応する

の
挑

る

知

に
す

未
物
戦

粘 り強
くや り

抜く

相手の立

場に立と

うとする

他者と関
わろうと
する積極
‖:

す
験
戦
経
挑

る
続ける

経験

ス トレ
スに対
処する

経験

性
容
経

様
受

る
験

多
を
す 岬な陳

を
す
験

題
定
経

課
設

る

策

案

経

決

立

る
験

解

を

す

実行・

検ttす
る経験

DPl 広い知l識 と深い専門性 :幅広い
教養的知.■と基礎的技能、専‖〕とする

学‖l領域における深い専門的気1識・高

度な技能をイ「する者

A 幅広い学問分野の知識・技能 :lll
広い学‖1分野の考え方をFE解 し、教養

的知識・基礎的技能を有する

1, 深い専‖l的 知識・高llな 技能 :専

門とする学‖版 域の深い知1識・高度な

技能を有する

DP2 課題を見lllし 角イ決する実践的応
用l力 :専‖1と する学‖l領域や社会にお

ける課題を見出し、学修で獲得 した知|

識 技能を活川lして課題を解決する思
考力 1l lll力  表現力を有する者

C コミュニケーション能力 :日 本語
や特定の外11語を用いて、読み、書

き、聞き、話す能力をイ,す る

I)情 報収集力・分析力 :様 々な情報
の中から必要な情報を収集 し、分析す

るノJをイ1■
‐
る

○ ○

E 論理的・批判的思考力 :t)の ごと
を複眼的・批判的にとらえ、筋道をサ

てて考えた うえで、自己の考えを他者

に向けて表現する力を有する

〇 ○

I= 学修における課題解決力 :課題を
見出 し、適切に解決する思考力・判断

力を有する

○ 〇

DP3 奉仕の精神を基盤とするlJj働・
実践力 :異 なる価lrl観を t)つ他者の思

いや考えを理解し、受け入れながら、

自己の考えを適切に表現 し、他者と●

体的に連携・協働 して自己の役割を果

たす実践力を有する者

C 対話を行 う態度 :異 なる価値観を
t)つ他者の思いや考えを理解 し、受け

入れながら、自らの考えを適切に表現

する態度を有する

○ O ○ ○ ○

H 協調性・ リーダーシップ :他者 と
L体的に連携・協働 して行動する姿勢
や、他者に方向性を示し行動を起こさ

せる姿勢をイ1する

○ ○ ○ ○ ○ ○

DP2 課題を見lllし 解決する実践的応
用力 (再掲):1‖ 明とする学問領域や
社会における課題を見|‖ し、学修で獲

得 した知識・技能をifり llし て課題を解

決する思考力・ 41断力 表現力を有す
る者

I 応用的な・」R題解決力 :専門とする
学問領城や社会におけるllR題を新たに

見出 し、これまでの学修で獲得 した知

識・技能を活用して解決する力を有す

る

○ ○ ○ ○



別表 4 文学部DP。 学修目標・アセスメン ト
アセスメント実施年次 1,3年次 2‐ 4年次 4年次 卒業から3年後

アセスメント資料 アセスメン

トテス ト
学生生活調査 卒業時アンケー ト 事業所アンケー ト

文学部DP 文学部学修目標

DPl 広い知識と深い専門性 :自
らが学ぶ学位プログラムの基礎と

なる専門的知識や技能の修得を通
じて、東北の地域に根ざしつつも

多様な世界の人々や社会のあり方

について理解を深めていく力を有

する者

A 幅広い学問分野の知識 :幅広い
学問分野の考え方を理解し、教養的

(ま たは基礎的)知識を有する ○ ○ ○

B~深い専門的知識・高度な技能 :

専門とする学問領域の深い知識・高

度な技能を有する
○ ○ ○

DP2 国際社会に対応した実践的
応用力 :多様な時代や社会のあり

方に広く目を向け、情報ツールを

駆使しながら情報収集や情報分析

をすることができ、問題を新たに

発見したり、それを解決するアイ

デアを構想したりする思考力や判

断力、並びにその成果を他者に伝

達する表現力を有する者

C コミュニケーション能力 :日 本
語や特定の外国語を用いて、読み、

書き、聞き、話す能力を有する ○ ○ ○

D 情報収集力・分析力 :様々な情
報の中から必要な情報を収集し、分

析する力を有する
○ ○ ○ ○

E 論理的、批判的思考力 :も のご
とを複眼的 。批判的にとらえ、筋道

を立てて考えたうえで、自己の考え

を他者に向けて表現する力を有する

○ ○ ○ ○

F 学修における課題解決力 :課題
を見出し、適切に解決する思考力・

判断力を有する
○ ○ ○ ○

I 応用的な課題解決力 :専門とす
る学問領域や社会における課題を新
たに見出し、これまでの学修で獲得
した知識・技能を活用して解決する

力を有する

○ ○ ○ ○

DP3 奉仕の精神を基盤とする高
い道徳的実践力
共同生活を営む中で、他者に対す

る共感的な姿勢を涵養することを

通じて、異なる価値観をもつ他人
の思いや考えを理解し受け止めな

がら、自ら主体的に実践する力を

有する者

τ
~可
語を行 う態度 :異なる価値観

をもつ他者の思いや考えを理解し、

受け入れながら、自らの考えを適切
に表現する態度を有する

○ ○ ○ ○

ダーシップ :他者
と主体的に連携・協働して行動する

姿勢や、他者に方向性を示し行動を

起こさせる姿勢を有する
○ ○ ○ ○



別表 4の 2 文学部のDP。 学修 日標 と対応するアセスメン トテス トGPS・ Academic測定項 目

文学部DP 文学部学修目標

CPS‐Academicbl1/t項 ‖

Jヽ接評価 ‖|ふ「1‖ i

思考カ 姿勢・態度 経験

的綸
批 1判的

思考力

協働的
思考力

的
力
造
考
創

思

レジリエンス リーダーシップ コフボレーション 己管理 対人関係 言1画・ 実行

感情の

11御

立ち直
りの速
さ

状況に応
じ冷静に

対応する

自ら先頭
に立って

対応する

未知の

物に挑
戦する
動御Ж

相手の立

場に立と

うとする

関
と
極

哉
“
猟
性

他

わ
す

挑戦す

る経験
烙
験
紺
経 ″「』籐

性
容
経

様
受

る
験

多

を
す 蜘黎線

議論す
る経験

を
す
験

題
定

経

課
設

る

解決策
を立案
する経
験

・
す
験

行

証
経

実
検

る

DPl 広 tヽ力l識と深い専F電性 :自 らが学ぶ
学位プログラムの基礎となる専PI的知l識や

技能の修得を通じて、東北の地域に根ざし

つつも多様な世界の人々や社会のあり方に

ついてpll解を深めていく力を有する者

A 幅広い学‖l分野の知1識・技能 :幅広 o
学問分聟子の考え方を理解 し、教養的知識

基礎的技能を有する

B 深い専門的知識・高度な技能 :専門と
する学問領域の深い知識・高度な技能を有

する

DP2 1J際 社会に対応 した実践的応夕llノ J
:多様な時代や社会のあり方に広く‖を向
け、 |″報ツールを駆使 しながら情報収集や

情報分析をすることができ、‖l題を新たに

発見したり、それを解決するアイデアをll

想 したりする思考力や11断力、並びにその

成果を他者に伝達する表現力を有する者

C コミュニケーション能力 :日 本語や特
定の外国語を用いて、読み、書き、lllき 、

話す能力を有する

l)情 報収集力・分析力 :様々な情報の中
から必要な情報を収集 し、分析する力を有

する

○ ○

E 論理的・批判的思考力 :も のごとを複
眼的・批判的にとらえ、筋道を立てて考え

た うえで、自己の考えを他者に向けて表現

する力を有する

○ ○

Ｆ

し

る

学修における課題解決力 :課題を見lll
適切に角イ決する思考力・ Hl断 力を有す ○ ○

I 応用的な1供題角イ決力 :'ll世 1と 1‐ る学‖∫
領域や社会における課題を新たに見出 し、
これまでの学修で獲得 した

'1識
 技能を活

り‖して角イ決●
‐
る力を有1‐ る

○ ○ ○ ○ ○

DP3 奉仕の柿lllを 基盤とする高い道徳的
実践力 :共同4i活を営む中で、他者に対す

る共感的な姿勢を酒養することを通 じて、

異なる価値観を t,つ他人の思いや考えを理

解 し受け止めながら、自ら li体的に実践す

る力を有する者

G 対話をFiう 態度 :異なる価l■観をもつ
他者の思いや考えを理解し、受け入れなが
ら、自らの考えを通切に表現する態度を有
う
‐
る

○ ○ ○ ○ ○

H 協調性・ リーダーシップ :他者と主体
的に連携・協働 して

`j動

する姿勢や、他者

に方向性を示 し行動を起こさせる姿勢を有

う
‐
る

○ ○ ○ ○ ○ ○



別表 5 英語文化学科DP。 学修目標・アセスメント (案 )

アセスメント実施年次 入学時 各学期 各学期 各年次 1,3年次 2‐4年次 4年次
卒業から3

年後

アセスメン ト資料

英語外部
試験

ポータル
DP達成
度分析

アチーブ
メン トテ
ス ト

ｎａｋｉ
馘

Ｓ アセスメ
ン トテス

ト

学生生活
調査

卒業時ア
ンケー ト

事業所アン
ケー ト

英語文化学科DP 英語文化学科学修目標
全学 。文学部の学修目

標

DPl 広い知識と深い専門性
英語圏の言語や文化についての専門的知識
と幅広い国際教養を備え、実践的な英語コ

ミュニケーション能力を身につけ、地域社

会のみならず、グローバル情報社会に貢献

する力を有する者

①専門領域に関する知識 。理解 :3領域に
関する専門的知識・技能を有する

B 深い専門的知識・
高度な技能

○ ○ ○ ○

②英語に関する知識 。理解 :英語に関する
知識・技能を有する

A 幅広い学問分野の
知識・技能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Э課題発見力 :様々な情報を正しく読み解
き、課題を発見する能力を有する

Ｄ

力
情報収集力・分析

○ ○ ○ ○ ○

DP2 国際社会に対応した実践的応用力
世界の多様な人々や社会について、積極的

な海外留学等の体験に基づいて理解を深め

るとともに、自律的な思考力と判断力を tぅ

ち、自分の意思を的確に表現し、行動する

力を有する者

④国際社会に対応した論理的思考力 :筋道
を立てて考える事ができる能力を有する

E 論理的・批判的思
考力

○ ○ ○ ○ ○

⑤国際社会に対応した多面的思考力 :様々

な角度から物事を考えることができる能力

を有する

E 論理的・批判的思
考力

○ ○ ○ ○ ○

⑥実践的課題解決力 :自 分が設定した問題
を解決する能力を有する

F 学修における課題
解決力

△ ○ ○ 〇 ○

Ｉ

力
応用的な課題解決

△ ○ ○ 〇 ○

⑦プレゼンテーシヨンカ :自 分の意思や考
えを明確に伝えることができる能力を有す

る

E 論理的・批判的思
考力

○ ○ ○ ○ ○

⑧日本語および英語文章表現力 :日 本語お

よび英語で自分の意思や考えを書くことが

できる能力を有する

コ
｛″能

Ｃ

ン

a=r-, a
○ ○ 〇 ○

DP3 奉仕の精神を基盤とする高い道徳的
実践力
国内外を問わず、社会生活を営む中で、他

者への共感的な考え方を身につけるととも

に、主体的に多様な人々と協調して働き、
よりよい社会の実現に寄与する力を有する

者

⑨共感的なコミニニケーションカ :言葉を

通して、共感しながら他者と意思疎通がで

きる能力を有する
G 対話を行う態度 ○ ○ ○ ○ ○

⑩道徳的協働実践力 :よ りよい社会の実現
に寄与するため、多様な人達と協働するこ

とができる能力を有する

H 協調性 。リーダー
シップ

△ ○ ○ ○ ○



別表 5の 2 英語文化学科のDP。 学修 目標 と対応するアセスメン トテス トGPS‐Academic測定項目

英語文化学科DP 英語文化学科学修 目標

GPS‐Academicall定 項 ‖

J'「 1妾 :111‖ 問1去評 1li

思考カ 姿勢・態度 経験

胸齢
批判的

思考力
協働的
思考力

01造的
思考力

レジリエンス リーダーシップ コフボレーション 自己管理 対人関係 十画・実

”調
直

速

ち

の
さ

立

り
状況に応
じ冷静に

対応する

Elら 先頭
に立って

対応する

未知の

物に挑

戦す る

粘 り強
くや り

抜く

ll手の立

場に 立と

うとり
‐
る

他者と関
わろうと
する積極
性

挑戦す
る経験 綱障

ス トレ
スに対
処する

経験

多様性
を受容
する経
験
晦黎縁

す
験
論
経
議

る

課題を
設定す
る経験

解決策
を立案
する経
験

・
す
験

行

証
経

実
検

る

DPl 広い知識と深い専門性 :自 らが
学ぶ学位プログラムの人礎となる専門

的知識や技能の修得を通じて、東北の

地域に根ざしつつも多様な‖t界の人々

や社会のあり方について理解を深めて

いく力をイfす る者

①専門領域にFllする知識・■ll解 :3領域に
関する専世l的知識・技能を理解しているこ

と

②英「′iに関する知識 理角7:英「イ|に関する
知識・技能を理解していること

③課題発見力 :様々な情報を正しく読み解
き、課題を発見することができる能力を有

づ
‐
る

○ 〇

DP2 111際社会に対応 した実践的応用

力 :多様な時代や社会のあり方に広く

‖を向け、情報ツールを駆使しながら

情報収集や情報分析をすることがで

き、問題を新たに発見したり、それを

彎労革高み勇Fこ暮憎彎携鰻業葛危署
に伝達する表現力を右する者

ЭIJ際社会に対応 した論理的思考力 :筋 道

を
'て
て考える 1子ができる能力を有する

○

9胃矮芽:倉場撃管揚先著留讐景奪警:籠角
をイf→
~る

○ ○

⑥実践的課題解決力 :「 l分が設定した問題
を解決する能力を有する

○ ○ ○ ○

9Z扇湛准晨瓦者こ

`宗

キ:倉罷見:薯専
る

○

⑧日本語および英語文中表現力 :日 本語お

よび英.・Lで 自分の意思や考えを書くことが

できる能力をイfす る

DP3:本 イLの精神を基盤とする高い道
徳的実践力 :共 同生活を営む中で、他

者に対する共感的な姿勢を涵養するこ

とを通 じて、異なる価値観を t)つ他人

の思いや考えを理解 し受け止めなが

ら、自ら L体的に実践する力を有する

者

⑨共感的なコミュニケーションフ,:li集を

通して、共感 しながら他者と意思疎通がで

きる能力を有する

○ ○ ○ ○ 〇

⑩道徳的協働実践力 :よ りよい社会の実現

に寄与するため、多様な人達と協働するこ

とができる能力を有する

○ ○ ○ ○ ○ ○



別表6 日本文学科DP。学修目標・アセスメント
アセスメント実施年次

アセスメント資料

金学 。文学部の学修 日標
日本文学科DP 日本文学科学修 目標

各学期 1,3年次 2～ 4年ニセ欠 4年次
卒業から3

年後

ポータル

DP達成
度分析

ア

ン

ト

セスメ

トテス
学生生活

調査
卒業時ア
ンケー ト

事業所ア
ンケー ト

DPl 広い知識 と深い専門性 :時代を超えて

::[:[[i::§ 曾][言 〔::[首 il
と深い専門性を有する者

①深い専門的知識、局度な技能
曇晶禽窯
言

識・高度な技能を有する

B 深い専門的知識 。高
度な技能

○ ○ ○ ○

95曇お薯麗劣T2懇諺、
・
動羹畠蝙曇じ暑

する

A 幅広い学問分野の知
識 。技能
C コミュニケーション
能力 (外国語 )

○ ○ ○ ○

③日本語を用いたコミ畠言r藷子品発客著
する

C コミュニケーション
能力

○ ○ ○ ○

④学修における動程8震量管急磐秀夕軌誹
力を有する

F 学修における課題解
決力

○ ○ ○ ○ ○

DP2 国際社会に対応 した実践的応用力 :国際
9掠撃掻稽鼻羞盆狸七、

:界
各年層秀9署学

る
D 情報収集力・分析力 ○ ○ ○ ○ ○

9だち党警rl
自分の考えを表現する力を有する

Ｅ

力
論理的・批判的思考 ○ ○ ○ ○ ○

習れま象言撃穆
力を有する

I 応用的な課題解決力 △ ○ ○ ○ ○

DP3~蒸仕の精神を基盤とする高い道徳的実践
8献奪勢贅懇蓮量な星標提脅象ふ:廿百雰
の考えを適切に表現する態度を有する

G 対話を行 う態度 ○ ○ ○ ○ ○

Э対人協働力 :他者と主体的に

して行動する姿勢を有する。 H 協調性・ リーダー
シップ

△ ○ ○ ○ ○



別表 6の 2 日本文学科のDP。 学修 目標 と対応するアセスメン トテス トGPS‐ Academic測定項 目

日本文学科DP 日本文学科学修目標

GPS kademicllll定 項 目

ロキ1妾 11:1‖ i ‖1接評価

思考力 姿勢・態度 経 験

思考力
総合
批判的
思考力

lll働的
思考力

創造的
思考力

レジリエンス リーダーシップ コラボレーション 自己 1キ Fl 対 人関係 ″1画  実
`,

感情の

制御

直

速
ち

の
さ

立

り
状況に応
じ冷静 |こ

対lL:寸
‐
る

自ら先頭
に立って

対応する

の
挑

る

知

に
す

未
物
戦

粘 り強
くや り

抜 く

相手の立

場に立と
うとする

他者と関
わろうと
する積極
性

す
験
戦
経
挑

る
烙
験
脚
経

ス トレ
スに対
処する
経験

多様性
を受容
する経
験
岬黎饉

茂

′

策
案

経

決
↓

る
験

解
を
す

・
す
験

行
証
経

実
検

る

DPl 広い知1識 と深い lll円性 :

時代を超えて人々の心を伝える日本
の
`:.li・
文学  文化を lu界的視Fiと

地域的視点か ら幅広 く理解 し、それ
ぞれの価城における課験を総合的に

①深い fll ttl的 知1識、高度な技能 :H
本の ,:語・ 文学・文化についての深
い :I世l的力1識・高llな技能を有する

②幅広い学‖1分興子の知l識・教養 :幅

広い学‖l分野の考え方を理解 し、教
養的知1識を有する

捉え1"す とともに、これか らの社会
に対応できる広い知識 と深い l17「l性

を有する者

③ 日本語を用いたコミュニケーショ
ンカ :日 本語を読み、書き、聞き、
話す能力を有する

④学修における課題の発見力と解決
力 :課題を見出し、適切に解決する
思考力・11断力を有する

○ ○

⑤情報収集力と分析力 :様々な情報
の中から必要な情報を収集 し、分析
する力を有する

○ ○

DP2 1叫際 ll会 に対応 した実践的 1き
川力 :国際 |卜会における日本独自の

言:l:・ 文学 。文化のあり方を考察す

るうえで必要な、思考力・11断力・

表現力を身につけるとと t)に 、これ

⑥論理的・批判的思考力 :t)の ごと
を批判的にとらえ、筋道を立てて考
えたうえで、自分の考えを表現する
力をイ「う
‐
る

○

に、11際 |卜会に対応 した実践的応用
力を有する者 ⑦応用的な課題解決力 :ll ttlと する

学問分野や社会における課題を、こ

れまでの学修で獲得 した知識・技能
をrT月jし て解決する力を有する

○ ○ ○ ○

DP3 本仕の精‖1を llt盤 とする虐iい
道徳的実践力 :11本 の `:語

・文学・

文化を通 した学びを t,と に、変化の

激 しい社会の中で li体性を発子にし、
多様な価lr観を t,つ 人々と協力して

学ぶ能力を身につけるとともに、 /●

仕の精神を llt盤 とする高い道徳的突
践力を有する者

③対人親和力 :異なる価値観を 1)4
他者の思いや考えを理解 し、受け人

れながら、自分の考えを適切に表駅
する態度をイfす る

○ ○ ○ ○ ○

⑨対人協働力 :他者とli体的に連
携・協働して行動する姿勢を有す
る。

○ ○ ○ 〇 ○ 〇



別表 7 社会文化学科DP。 学修目標・アセスメン ト

アセスメン ト実施年次 各学期 1,3年次 2～ 4年 次 4年次
卒業から3

年後

アセスメン ト資料
ポータル

DP達成
度分析

アセスメ
ン トテス

ト

学生生活

調査
卒業時ア
ンケー ト

事業所ア
ンケー ト

社会文化学科DP 社会文化学科学修 目標 全学・文学部の学修目標

DPl 広い知識と深い専門性 :文化 。社会・歴
史の各領域に関する総合的な知見を身につけ、

それらの学問領域を今 日的な視点から領域横断

的に捉え直す とともに、自らの専門領域に関す

る深い見識を身につけることを通 じて、これか

らの社会に自律的に対応できる知識や技能を有

する者

①深い専門的知識 :専門とする学問領域の深い知識

を有する
B 深い専門的知識 。高
度な技能

○ ○ ○ ○

②幅広い学問分野の知識 :幅広い学問分野の考え方

を理解し、教養的知識を有する
Ａ
識
幅広い学問分野の知

技能
○ ○ ○ ○

DP2国 際社会に対応した実践的応用力 :多様

奮盲黛言論倉寝紹晶奪蹟墓雹曽裾脅F蓼標壌櫓

]首二ill「壼ぶ[]霧 ilを格警][量阜
る表現力を有する者

③情報収集力・分析力 :様々な情報の中から必要な

情報を収集し、分析する力を有する
D 情報収集力・分析力 ○ ○ ○ ○ ○

Ω詑菅菅Σ廿潮檀暑霊空キ≧冤だ与寛得腎曽こ努磐
えを他者に向けて表現する力を有する

Ｅ

力
論理的・批判的思考

○ ○ ○ ○ ○
C コミュニケーション
能力

⑤学修における課題解決力 :課題を見出し、適切に

解決する思考力・判断力を有する
F 学修における課題解
決力

○ ○ ○ ○ ○

2魔澪菅嚢LT響発程寛面覗Fttλ重電霧撃穆誌筵
得した知識を活用して解決する力を有する

I 応用的な課題解決力 △ ○ ○ ○ ○

DP3奉仕の精神を基盤 とする高い道徳的実践
力 :大学生活のみならず、国際社会並びに地域

社会の人々との交流を深める中で、他者に対す

危交魔讐伏奪S寛響重湛し曇存丘標壕桑言P習
ら主体的に実践を展開する力を有する者

?薯説象経&菅「皇号父λ壊県晉「盲:揚募冤暑逼
切に表現する態度を有する

対話を行 う態度 ○ ○ ○ ○ ○

9簡6堵存獣手を基勇単F花讐蔵募嵩纏馨栞壱糟義
を起こさせる姿勢を有する

H 協調性・ リーダー
シップ

△ ○ ○ ○ ○



別表 7の 2 社会文化学科のDP。 学修 目標 と対応するアセスメン トテス トGPS・ Academic測定項 目

社会文化学科DP 社会文化学科 学修 目標

GPS Academic測 定項 目

1111,「 1‖ ‖!接評価

思考力 姿勢 態度 経 験

思考力
総合
批 1判的
思考力

協lJl的
思考プリ

創造的
思考力

レジリエンス リーダーシップ コラボレーション 自己管理 対人関係 計 LIl・ 実行

帥胸

直

速

ち

の
さ

状況に応
じ冷静に

対応する

自ら先頭
に立って

対応する

の
挑

る

知

に
す

未
物
戦 助御Ж

相手の立

場に立と

うとする

関
と
極

れ

わ
稀

性

他
わ
す

す
験
戦
経
挑

る 雄縁
一「』籐

多様性
を受容
する経
験
雌な継

す
験
論
経
議

る

を
す
験

題
定
経

課
設

る

解決策
を立案
する経
験

・
す
験

行

証
経

実
検

る

DPl 広い知識と深い専門性 :文 化・社
会・歴史の各領域に関する総合的な知見

を身につけ、それらの学問領域を今日的

な視点から領域横断的に捉え直すととく)

に、自らの専門領域に関する深い見識を

身につけることを通 じて、これからの社

会に自律的に対応できる知識や技能を有

する者

①深い専門的知識 :専門とする学問領域の
深い知識を有する

②幅広い学問分野の知:設 :幅広い学問分野
の考え方を理解し、教養的知識を有する

DP2 国際社会に対1ぎ した実践的応用
力 :多様な時代やネL会のあり方に世界的
視点と地域的視点とから成る複眼的な11

差しを向け、多様な情報ツールを駆使 し
つつ問題を新たに発見するとともに、そ

れを解決するアイデアを構想する思考力

や判断力、並びにその成果を他者に伝達

する表現力を有する者

③情報収集力・分析力 :様々な情報の中か
ら必要な情報を収集し、分析する力を有す
る

○ ○

④論理的、批判的思考力 :も のごとを複眼

的・批判的にとらえ、筋道を立てて考えた

うえで、自己の考えを他者に向けて表現す

る力を有する

○

⑤学修における課題解決力 :課題を見出
し、適切に解決する思考力・判断力を有す
る

○
ヽ
。 ○

Э応用的な課題解決力 :専門とする学問領
域や社会における課題を新たに見出し、こ

れまでの学修で獲得 した知識を活用 して解
失する力を有する

○ ○ ○ ○

DP3 本仕の精神を基盤とする高い道徳
的実践力 :大学41活のみならず、国際社
会並びに地域社会の人々との交流を深め

る中で、他者に対する共感的な姿勢を滴

養し、異なる価値観をもつ他人の思いや

考えを理解 し受け止めながら、自ら L体
的に実践を展開する力を有する者

⑦対話を行う態度 :異なる価値観をもつ他
者の思いや考えを理解し、受け入れなが
ら、自らの考えを適切に表現する態度を有
する

○ ○ ○ ○ ○

③協調性・リーダーシップ :他者と l:体的
に連携・協働して行動する姿勢や、他者に
方向性を示し行動を起こさせる姿勢を納す
る

O ○ ○ ○ ○ ○



修目標・アセスメント別表8 児童教育学科 学修目標・アセろ
アセスメント実施年次

アセスメント資料

各学期
1,3,4年
次
1,3年次 3年次 4年次 2-4年 次 4年次

卒業から3
年後

ポータル
DP達成
度分析

ニ

ヨ
度

ユ
シ
尺

ミ

一
カ

コ
ケ

ン

アセスメ
ントテス

ト

資格
取得率

専門職就
職率

学生生活
調査

卒業時ア
ンケート

事業所ア
ンケート

児童教育学科DP 児童教育学科学修目標 全学・文学部の学修目標

コミュニケーション能力
○ ○ ○ △ ○

驚贔姦堡喜薦覚ギ
｀
ラ繰暑借轟堀モ∵ヌ

捉える力を有する者

Э基礎語学力:国際社会を積極的に生きるために必要な能力
を有

中 間分野の知識・技能
○ ○ △ ○

墓轟歳声
で共通
11lI

幅広い学FnH分野の知識・板記

対話を行う態度
○ ○ △ ○

①教養応用力:教養的知識を基礎に現代の教育
・保育を総合的に

捉える力を有する

入 幅広い学問分野の知識・技能
○ ○ △ ○

鶴堀冨菖?謬蒲灯詣址凛£
等の基礎力を有する者

る課題発見力・問題

解決力を有する
F学修における課題解決力 ○ ○ ○ △ ○

Э芸術的表現力:教員・保育士の基礎となる創造力
・発想力・芸術

均表現力を有する
B深い専門的知識。高度な技能 ○ 〇 △ 〇

⑦情報リテラシー:教員・保育士の基礎となる情報リテラ
シーを有
' D情 報収集力・分析力 ○ 〇 ○ △ 〇

論理的・批判的・内省的思考 E論理的・批判的思考カ ○ ○ ○ △ ○

士の基礎となるプレゼンテー コミュニケーシヨン能 力 ○ ○ ○ △ ○

3深い専門的知識・高度な技能
l応用的な課題解決力

○ ○ ○ △ ○

DP3 教育・保育実践力

1鵞]曹堡量車を舅】を量を警
亀番ド塚

⑩授業・保育冥践力:教員
を有する

5硬命感・責任感 :教員・保育士として必要な使命感
・責任感を有

ケる                             _
深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ ○ △ ○

計 鮮 士として燿 な

0
B深 い専門的知識・高度な技能 ○ ○ ○ △ ○

D保育観:教員・保育士として必要な保育・幼児教育に関する
知識
B深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ ○ △ O

理論と教育

観を有する                  _
B深い専門的知識・高度な技能 〇 ○ ○ △ ○

、要な心理学の知識と

持能を有する
深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ 〇 △ ○

2,曇再翻爾画W盗暑専を
れて必要な幼懸児壼保機

深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ △ ○

⑭学級集団形成力:教員・保育士として必要な学級集団形成
の基

礎力を有する
B深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ △ ○

⑬情報機器活用力:教員・保育士として必要な教材
・情報機器の活 B深い専門的知識・高度な技能 ○ ○ ○ △ ○

コミュニケーシヨン能力

対話を行う態度
○ △ ○ ○ △ ○

DP4対 人関係能力

董曇祠 I孝拶
性夕男

⑩共感的理解力:教員・保育士として必要な共懸的理解

の自己表現力:教員・保育士として必要な自己表現力を有す
る

コミュニケーシヨン能力

対話を行う態度
○ △ ○ ○ △ ○

1集団指導力:教員・保育士として必要な集団指導力を有する
Cコミュニケーション能力
H協調性・リーダーシンプ

○ ○ ○ △ ○

る
２２
す

して必要なチームワークカを有 コミュニケーション能力

協調性・リーダーシップ
○ △ ○ ○ △ 〇



別表 8の 2 児童教育学科のDP・ 学修目標と対応するアセスメントテストGPS‐Academic測定項目

児童教育学科DP 児童教育学科学修目標

GPS‐Academic測 定■t‖

口|メ .「 III |‖ |III「 1

圃
「
雁

隣

関係性
を築く

経験 賦 ・
す
験

行
証
経

実
検

る

DP2 教育・保育基礎力
教[1・ 保ri l:の 基礎 となる課題発

見力、論理的・批判的・内省的思
考力、‖l題解決力等の基礎力を有
する者

」課題殖兄・月

“

スノ,:教 11・ ,tF,i:の 水範とな
る課題発見力・問題解決力を有する

○ ○ ○ ○

;報 リテラシー :教員・保育
「
の基礎 となる

lリ テラシかイf十ス ○ ○

考力 :教 11・ 保育 卜のAt礎 となる論理的・
的・内省l1/1111考 力を石する ○

DP4対 人関係能力
散il・ 保育 liと して必要な共感的
理解力、自己表31カ 、集 1目指導
力、チームワークカ等の対人関係
能力を有する者

D共感的理解力 :教 ll・ 保Fi卜 として必要な共
感的Fr解力をイ「する

○ ○ ○ ○ ○

Э自己表現力 :教員・保育 1:と して必要な自己
寿即 力″ 右十 ス

○ ○ ○ ○ ○

21 集団指導 力 :教員・保育十 として必要な集
lfI指 菫 力を有■

‐
る

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

22 チームワークカ :教 11・ 保 ri l:と して必要
○ ○ ○ ○ ○ ○

思考力
総合
批 1判的
思考カ

協働 r/1

思考力
fl造的
思
=力

感情C
l刊網l

立ち直
りの速
さ
じ冷静に

対応●
‐
を

自ら先頭
に立って

対応する

未知の

物に挑

戦する
陣御Ж

相手の立

場に立と
うとする

他者と関
わろうと
する積極
性
靡縁

性
容
経

様
受

る
験

多

を
す ': ,: r,

解決策
を立案
する経
験



別表 9 栄養科学科DP。 学修目標 。アセスメシ L

アセスメン ト実施年次

アセスメント資料

各学期 1,3年次 3年次

4年次 (履

修者の

み)

4年次 (受
験者の

み )

4年次 (受

験者の

み)

2‐ 4年次 4年次
卒業から3

年後

ボータル
DP達成
度分析

アセスメ
ン トテス

ト

栄養士実
力認定試
験の評価

臨地実習
(臨床)の
評価

模擬試験
の評価

国家試験
の合格者
数および
合格率

学生生措

調査

卒業時ア
ンケー ト

事業所ア
ンケー ト

栄養科学科DP 栄養科学科学修目標 全学の学修日標

DPl専 F弓的知識や技能の活用
健震≒
｀
藁黒撃饗證簡扉管僕構鮨

:

識・高度な技能を有する

B 深い専門的知

高度な技能識 、
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

彰煽華祭香夕曇懲悟報を積星tr
分析する力を有する

D 情報収集力・分
析力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9覚筐
lこ

F椙易誼震僕挙を患鷲
題

力・判断力を有する

F 学修における課
題解決力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

I 応用的な課題解
決力

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DP2~社会に対応した実践的応

用葎.こ警含ま冤冤9賀雌種饉攀

|][:うil言言]尋亀[:皇
④応用的な課題解決力 :健康・栄

秀率念写震薄3鷲焉象。`長籠蓼落
用して解決する力を有する

9譲覆讃島攣拙覇晶蔵召ふ寛?属
道を立てて考えたうえで、自分の

考えを表現する力を有する

E 論理的、批判的
思考力

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DP3コ ミュニケーシヨンカを

曇等巣墓争饗足畠季管鶏義軍技
能を活用することのできるコ

ミュニケーシヨン能力を培い、

奨彎琴[警塚キ警懲臭轟努ヲ各
する者

⑥対話を行う態度 :異な
3盤壕
観

し、受け入れながら、自分の考え

を適切に表現する態度を有する

対話を行う態度

○

○

○ ○ ○ ○A 幅広い学問分野
の知識・技能

一ケニユ
｛″

ミ
能
コ
ン

Ｃ

シ

⑦対人協働力 :他者と連携・協働

して行動する姿勢を有する
H 協調性・ リー
ダーシップ

○ ○ ○ ○ ○



別表 9の 2 栄養科学科のDP。 学修目標と対応するアセスメントテス トGPS‐Academic測定項
目

GPS‐Acadenuc測 定 rll‖

栄養科学科DP 栄養科学科学修 目標

1直接評価
‖l接評価

思考力 姿勢・態度 経験

思考力

総合

批判的

思考力
協働的

思考力
創 ll・ 的

思 考ノ′

レジリエンス リーダーシップ コラボレーション 己管理 対人関係 薔1画・ 実行

感情の

制御

直
速
ち

の
さ

立

り

状況に応
じ冷静に

対応する

自ら先頭
に立って

対応する

未知の

物に挑

戦する
脚御メ

‖1手のサ

場に
'とうとする

関
と
極

社
“
様
性

他
わ
す

挑戦す
る経験
続ける

経験

ス トレ
スに対
処する

経験

多様性
を受容
する経
験

関係性
を築く

経験

議論す
る経験

課題 を

設定す

る経験

解決策
を立案
する経
験

実行

検 .・ lす

る経験

DPl 専世l的知1識や技能の活用力 :人 ‖l

獣[』暢点1嫌彙書f密億需):倉補量1
ことのできる力を有する者

里で塁虐関撃智謙i、辮嚢↑驚髪ふ機駆を答
する

3撼肇騒鶯象を結挺七:雰各牟:勢 TI111
る

○
○

9:′筐跳だ諄臭撃督慧潜劣:喬標%懇 ||す
る

○

○
○ ○

○ ○ ○

DP2 社会に対応 した実践的応用力 :ll

lili[i‡ :[[:li::;:i
す る者

]嘗イ機構IIII:傷機撃を

'意

をli

]IIlil‖彎塁:i豊孝!'ii孝嘗 ○

○ ○ ○ ○

DP3 コミュニケー ションカを基盤 とす

:[:li::1][1:itiil:
|る実践力をイ「する者

:,Ii'ζ堤[書樹[itti]量を:[
する

○

⑦対人協働力 :他者と連携・ljj働 して行動

する姿勢を有する
〇 ○ ○ 〇 ○ ○


